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研究成果の概要（和文）：この研究は、国籍とパスポートに注目することを通し、こうした法制度が人々の行動やアイ
デンティティに与えている影響を明らかにすることを試みた。なかでも、特に重国籍の人や無国籍の人々など国籍や法
制度の狭間におかれている人々に注目し、彼らのアイデンティティはどのような影響を受けているのか、また越境など
の際に、どのような問題に直面しているのかなどについてインタビューを通して明らかにした。本研究の成果は、シン
ポジウムの報告書として出版されたほか、戸籍・国籍に関する本としても出版しており、またインタビュービデオや収
集したパスポートは、国立民族学博物館の常設展示において一般公開している。

研究成果の概要（英文）：This resaerch explore how system of law effects on people's identity by  examined 
naitonality and passport. Especially, paying attention to people with multipul nationalities/citizenships 
or statepessness who are in-between laws or legal limbo.  Through interviwed stateless people and people w
ith multiple naitonalities/citizenships examined how their identity are effected, and what kind of problem
 do they faced when they cross national boundaries. 
This researach result are published as the symposium resaerch paper, also as edited book of nationality an
d family registration system (koseki). Moreover, the interview video and collection of passport and identi
fication card are exhibited in the National Museum of Ethnology in Osaka.   
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１． 研究開始当初の背景 
これまで国籍問題の研究は、アイデン
ティティ論やマイノリティ研究と絡めた一
部の社会学の先行研究（『グローバル時代の
日本社会と国籍』李洙任・田中宏、明石書
店、2007）のほかは、もっぱら法学研究に
ゆだねられてきた（『家族と国籍』奥田安弘、
有斐閣選書、1996年や『外国人の人権と市
民権』近藤敦、明石書店、2001）。「人はだ
れでも国籍がある」ことが前提で議論され
ることが多く、しかも国籍の問題は国家レ
ベルで論じられることが多かった。しかし、
人の移動や意識の多様化に伴い、最高裁違
憲判決に伴う国籍法の改正、離婚後 300日
問題、代理出産、ノーベル賞受賞者の重国
籍問題に伴う国民認定など、重国籍や無国
籍にまつわる問題が浮上した。こうしたな
か、本研究が特に着目する無国籍者から国
籍を反照することは、グローバル化した現
代の国籍研究に重要な一石を投じることに
なろう。 
 
２．研究の目的 
  国籍やパスポートに注目することを通
し、①こうした国家の制度が人々の行動や
意識に与えた影響を明らかにするとともに、
②人々にとって国籍やパスポートがどんな
意味を持っているのかを考察する。特に、
③一国家の枠組みのみでは捉えきれない人
びと―重国籍者や無国籍者－が所有するパ
スポートから、国家間のズレや歪みを浮き
彫りにし、現代社会における人間の安全保
障を究明する。 
  
３． 研究の方法 
  本研究は実際のパスポートを収集・比
較検討することを通し、以上の目的を解明
した。 
パスポートは、人の移動、アイデンティ
ティ、身分証明など、人の存在・生活の根
幹をなすものである。しかし、これまでパ
スポートに着目した研究はあまりされてい
ない。その希少な先行研究の一つである『パ
スポートの発明―監視、シティズンシップ、
国家』（法政大学出版局、2008）において、
ジョン・トービーは、パスポートを使って
国家が国民を識別し、移動を管理できるよ
うになったことにより、今日の国民国家の
あり方が形成された主張している。彼の問
題意識はパスポートを通してみた国民国家
論にある。一方、本研究は、実際のパスポ
ートに着目することを通して、人々を掌握
しようとする国家の側と、自律する個人の
側、双方のズレから浮き彫りにされる国民
国家論の限界を踏まえ、新たな枠組みによ
る人間の安全保障はいかに構築されるべき
かを問うものである。 
 

４．研究成果 
  本研究成果は、研究雑誌論文、学会発
表、インタビュー番組作成、博物館におけ
る常設展示、さらには大学生－NPO－国連
機関との協働によるワークショップ開催と
いう形で一般に公開している。具体的に、
『世界における無国籍者の人権と支援―日
本の課題 国際シンポジウム報告書』とし
て和文と英文で国立民族学博物館より出版
している。また、「無国籍者と無戸籍者」に
関する英文論文を David Chapman が編集
した本の一章として Routledge より出版し
ている。インタビュー内容及び収集したパ
スポートや身分証明については、国立民族
学博物館の常設展において一般公開してい
る。なお、その他の研究成果については実
績報告書を参照されたい。 
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